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今年も「全国体力 運動能力、運動習慣等調査J
の結果が発表されました。全道的に見ると前年度

と比較して、小 中学校の男女とも全国との差は
縮まってきているものの いずれも全国平均は下
回っていました。加えて、「lL満傾向Jは小 中
学校の t/j女 とも全国平/1を Lい1っており、しかも

「瑾身傾向」も小学校女子、中学校男女で全国平

均を■11っ ていました。

随 動やスボーツをすることが好きJと答えた

割合は全1平均より高い結果を/1・ していましたが、

私が注目したのは「 1週間の総運動時間Jの調査

でした。「 1週間で60分 未満」の割合が男子は小

中とも65%程度 小学校女 rは H6%、 そして
中学校女子にいたっては229%と いう結果でした.

しかも、もっと驚いたのは 中学校女子の152%
が「0分Jと 答えていたことです.

教育の日標に「生きる力J力Ч丼場してから20年

ほど経ちますが 体力はあらゆる活動の源として、
健康の維持はもちろんのこと、意欲や気力の充実
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などにも大きく関わり、生涯にわたって心身とも

に健やかに生きるための それこそ基盤になる
「力Jです.
また 子どもたちには栄養摂取の偏りや、朝食
抜きなどの食生活の置しれから 生活習慣病が多く
見られるとの指摘もあります。

現在 「早寝 h!起 き 朝ごはんJキ ャンペー
ンや 「どさん子体カアップ強調月間」などの取
組を全道で実施してはいますが、各学校の体力づ

くりの取組は言うまでもなく大切です。私は、中

学校女子の30%以上が「体型の変化に効果がある

なら運動をする気になるJと答えていることをヒ

ントに、無理なく楽しく身体を動かす取組を工夫

できればと考えています.

また 「笑いは人の薬Jと いうことわざがあり
ます.学校 家庭 地域の日常生活の中で、子ど
もたちの笑顔と笑いがあふれる環境を、私たち大

人が共に築く努力をすることが、子どもたちの心

身の健康に直結すると信じています.

古 谷 雅 幸

○巻頭|:  「笑いは人の薬」
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学校医

′[

学校医

学校医

平成29年度 学校保健功労者表彰 受賞者の紹介
この表彰は 本道学校保健 (学校安全を含む)の振興に功労のあった学校医 学校歯科医
学校薬剤師 教職員など学校保健関係者及び団体を北海道学校保健会が表彰して、その功労
に報い もって本道学校保健の進展に寄与し
平成29年度は関係者機関から166名 の推療

下記の学校医53名、学校歯科医75名 学校:
方が受賞の栄誉に輝きました。永年にわた

`
ためにご尽力くださいました受賞者の皆様に

年齢 勤務(担当)校 職 名 勤務 (担当)校

梶月・

郷

紺野

福原

藤岡

吉村

大木

大島

大橋

高橋

中根

橋場

平澤

藤口

山下

平山

山口

秋山

澤崎

川口

111崎

佐藤

堀尾

生回

荒井

直文

仁

清文

育夫

達彦

束敦

康生

1文

伸也

幸枝

束

功夫 |

ナ「彦

豪紀

裕久

典保

博

和範

嘉昭

員男

弘文

書夫

昌司

好広

正昭

67

59

61

62

59

63

62

54

58

67

53

59

65

56

72

68

71

64

52

70

60

65

61

57

71

21

20

20

20

20

20

20

21

21

21

21

20

21

20

20

21

33

20

24

21

21

20

21

20

21

64

59

60

59

53

71

72

65

64

60

62

62

65

59

61

63

69

67

60

57

64

62

64

68

73

20

21

21

23

20

21

21

20

20

21

21

21

20

20

20

20

21

20

21

21

20

20

21

21

20

江り1市立江別第一小学
校他2校
,T別市ゴ エ別太小学校
他 1機
江別市立東野幌小学校
他 1校

恵庭市立恵北中学校

函館市立東直小学校

画館市立北口吉小学校

旭川市立六合中学校

旭川市立近文小学校
他4核
lJ市立新富小学校
他2校

旭川市立l・I陵小学校

旭川市立春光小学校
他4狡
旭川市立旭川第 3小学
校他5校

旭川市立朝日小学校

旭川市立新町小学校
他 1校
旭川市立千代ヶ岡小学
校他2校
遠軽口r立九瀬布小学校
他3校

北lE道雄武高等学校

Jヒ見市立小泉小学校
他 1校

富蘭市立中学校 全校

占小牧市立1ヒ星小学校

占小牧市立大成小学校

稲葉 秀―

足立 憲 1召

伊勢  隆

日向 平明

杉木 博幸

相川 忠弘

阿部 正雄

■+嵐 千春

池田 和男

石川 和劇
`

石丸 裕晃

伊東 佳澄

L野  範博

遠藤 ―哉

大嶋 哲夫

奥出 方博

菊入 国康

木村  裕

高本 揃夫

津口久

「

子

長F. 真■

中川 基哉

野村 孝幸

長谷 直樟i

古堅 宗範

帯広市立川西小学校

釧略市立幣擁中学校

釧路市立中央小学校

"路
市立共栄小学校

根宝市立北斗小学校
他 1校

札幌市立中島中学校

札幌市立石山中学校
他 1枝

札幌,F'平和小学校

札幌市立発寒東小学校

不L幌市立福オ野小学校
他 l狡
札幌市立大平南小学校
他5狡

札幌市立藤の沢小学校

札幌市立発寒小学校

札幌市立人条中学校

札幌市立柏丘中学校

札幌市立発寒南小学校
他4校

札幌市立啓明中学技

札幌市立東橋小学校
他4校
札幌lj立幌西小学校
他5狡
札幌市立三里塚小学校
5校

下し幌市立束白石中学校

|し 1晃市立藻岩中学校
他1技

札幌市立Jヒ自石中学校

札幌市立伏見小学校
他 l狡

札幌市立ЛHヒ小学校

学校医

1登別市立籍別中学校

登別市立1見別西小学校

1自老町立白を小学校
他2校

清水口r立御影小学校

敬称略 (年齢は平成29年 5月 1日 現在)



勤務(担当)校 勤務 (担当)校

澤
　
川
　
邊

古
　
士口
　
渡

20識
喉裏
立本郷小学校

_^|オ L幌市立自石小学校201晉
屡'日
石4｀字霰

20咄[藤
立大谷地小学校

20

21

21

20

24

21

21

20

21

21

21

20

21

20

20

21

20

20

23

27

26

26

26

28

26

21

23

21

20

22

余市11立黒川小学校

1北海道豊富高等学校

小樽市立銭函中学校

|||[[1響
瞥iこI

小樽市立朝里小学校

小樽市立長橋中学校

,小樽市立望洋台中学校

陀 l裏
立松ヶ枝中学校

1小
樽市立西陵中学校

南幌町立市幌中学校

1南帆町立市,晃小学校

1岩見沢市立志文小学校

1芦別市立上芦別小学校

1美唄市立茶志内小学校

1美唄市立lt延 11学校

i旭,1市立近文小学校

脱 裏
鉦 初 ■校

1旭川市立高台小学校

函館71'金堀小学校

函館市立潮見中学校

函館市立湯川小学校

蘭越コI立昆布小学校
他4校

綱走市立潮見小学校
他 1校

北見市立豊地小学校

北見市立緑小学校

紋
"1市

立紋別小学校

″ 1額賀 康之

″ 1布 日 敏明

″ 1慮  ,L民

″ 1上方 敬久

″ 1角谷  賢
″ 1佐藤 和紀

″ 1佐藤 友貝1

″ 1佐藤 真弓

″ 1渋谷 繁男
″ 1高村 佳明
″ |口畑 利章

″  納谷 康男

″ 1石井 真生

″ 1加藤 久尚
″ |九津見締一朗

″ 1小西  完

歯科医 1高預 理彦

孫  泰―

平  隆―

加我 英史

口畠 ―也

早勢 雅彦

福川 ―重

山口 哲生

山田  治

稲垣  肇

榎本  潤

猪子 光晴

松浦 信一

浜口 弘光

50

70

53

57

51

56

51

52

51

56

53

62

60

52

54

63

53

62

66

57

58

58

58

59

57

56

57

54

54

62
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田中 俊1召

岩川 直義

三浦 義隆

縣   潔

石澤 和彦

加藤 政仲

榊原 住明

嶋根 竜人

清水 忠明

高松  謙

橘  昭夫

山村 雅彦

須田 倫夫

坂田 純―

本田  慎

柏村 康治

今野  博

吉川 英彦

谷本 恵子

波川 博明

山ロ ー史

口中 義博

谷口 晃―

鎌田  靖

小林 茂樹

橋  尚文

徳永  稔

長瀬 隆之

田中  純

島   優

青野 雅人

石川 健二

伊藤総―郎

57

50

50

50

57

50

54

51

59

59

52

56

51

56

51

51

63

65

68

62

56

60

51

51

51

50

52

54

57

55

58

58

60

26

21

24

20

21

23

20

24

20

21

21

21

21

22

22

20

20

25

23

29

25

20

20

23

24

22

20

21

21

20

26

25

22

置戸町立置戸小学校

室蘭市立みなと小学校

室蘭市立蘭,ヒ小学校

苫小牧市立開成中学校

苫小牧市立澄川小学校

苫小牧市立泉野小学校

苫小牧71立

"徳
小学校

1吉小牧市立泉野小学校

1苫小牧市立美図小学校

占小牧市:立明野中学校

苫小牧市立明倫中学校

吉小牧市立ウトナイ
小学校

登別市立緑陽中学校

伊注市立長和」ヽ学校

「
達市立稀●Jヽ学校

自老町立萩野小学校

白老町立虎杖小学校

平取11立貫気71小 学校
他2校
新ひだか町立静内小学
校他2校
新ひだか町立三石小学
校他 1校
新ひだか町立山手小学
校2校
音更‖」立下士幌小学校
他3校

音更町立柳町小学校

帯広市立大空小学校

帯広市立広陽小学校

帯広市立豊成小学校

帯広市立帯広第四中学校

帯広市立広野小学校

劇1路市立光陽小学校

根室市立歯舞小学校
他 1校

札幌市立稲穂中学校

札幌市立南が丘中学校

IL幌市立平岸中学校
のぞみ分校



職 名 氏 名 年齢
続
数
勁
年 勤務 (担当)校

歯科医 岡田 博任

齋藤 浩・ l

斎藤 嘉高

坂本  有F

篠崎 信哉

関根  1等

局場 雅人

馬場 正敏

森  貴樹

山本 耕―

横田 敏郎

渡追 祐也

58

58

58

63

59

62

59

58

58

59

58

58

25

23

27

22

22

22

22

27

24

23

30

25

オt幌市立北都中学校

札幌市立みどり小学校

札幌市立小野幌小学校

札幌市立発寒小学校

札幌市立ひがしなえば
幼稚図
札幌市立西岡中学校

札幌市立新川中学校

札帆市立平岡市小学校

札幌市立厚別北中学校

オL幌市立栄束小学校

オL幌市立中の島中学校

札幌市立発寒西小学校

薬剤師

元学校
薬剤師
学校
薬剤師

元学校
薬剤師
学校
薬剤師

,勢谷純―

三溝恵美子

水谷 彰宏

和田かおり

桂  正俊

五島  馨

小池 良rl

菅原 康記

桶川 聴子

藤田真智子

谷口 陽―

梅庭 和敏

梅庭  裕

齋木  稔

内山 一弥

杉山 雅俊

根木 博子

千場 敬三

松本 健春

高橋 道生

渡辺 消人

52

69

55

56

50

57

71

55

73

69

51

65

59

63

62

63

68

52

62

54

50

20

20

20

20

21

21

40

20

20

25

28

24

22

30

21

21

20

25

21

21

23

厚沢部町立厚沢部小学
校他6校

余市RT立沢町小学校

余市町立黒川小学校
他 1校

余市町立大川小学校

小樽市立朝里中学校

小樽市立向陽中学校

比布町立中央小学校
他 1校
富長野市立樹海小学校
他 1校
網走市立網た小学校他
2樅
網走市立第 中学校
他3校

室蘭市立室蘭西中学校

新ひだか町立静内小学
校他2校
新ひだか町立川合小学
校他2校
新ひだか町立桜丘小学
校他2校

帯広市立鷺成小学校

帯広市立花園小学校

帯広市立翔陽中学校

帯広市立啓西小学校

帯広市立清川小学校

釧路市立ら取中学校

釧路市立 eIIX小学校
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平成29年度
第 65回 Jヒ海道学校保健研究大会

新ひだか町総合町民センターはまなす
新ひだか町三石本町212

● 0146-33-2222
0大会主題
「北の大地を生涯を通じて 心豊かにたくましく
生きる子どもの育成を目指して」
～雄々しい山なみと恵み豊かな大海をはるかに望

む 若駒駆ける日高の地から 子どもたちの生き
る力を育むために～

今年度の学校保健功労者表彰を受質される皆さ

んにつきましては、上記の研究大会において、表

彰式で公益財団法人北海道学校保健会の長瀬会長

より、表彰楯が授与されます。

また、当日欠席される皆さんにおかれましては

それぞれが勤務されております市町村教育委員会

より表彰楯が伝達されます。

職 名 氏 名 年齢
続

数

動

年 勤務 (担当)校

薬剤医
'T澤
員知子

小西  同1

佐藤有加里

千葉  巽

中村  彰

福田 ―美

船越 陽子

細越山節子

本間 敏子

吉田 博文

60

64

51

57

58

51

67

63

53

57

22

21

22

21

22

21

22

21

21

21

札幌市立陵,日 1学校

札幌市立前田■
jlt小
学校

オL幌市立常盤中学校

オL幌市立西岡中学校

札幌市立栄市小学校

札幌市立あいの里東
小学校

札幌市立千稲東中学校

オtle市立新琴似西小学校

札幌市立本郷小学校

オt幌市立清田中学校

校 長

護
諭

養
教

岸  泰弘

吉田 信興

中川貴美子

渕木あゆみ

二浦 雪絵

有田みゆき

た藤 芳美

50  27

51  29

56  31

54  33

IL幌市立西小学校

札1見市立,IHL小学校

人雲町立熊石小学校

夕1路市立朝陽小学校

割1路市立lllll小学校

北海道札幌旭lt高等学校

札幌市立,ヒ園小学校
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北海道健康づくり実行委員会より

寄付をいただきました

ありがとうございました

期日 平成29年 10月 20日 (金)13100～ 16100
場所 北海道歯科医師会館

(札幌市中央区北 1条東9丁目)

主催 北海道歯科医師会、北海道学校保健会
後援 北海道教育委員会 北海道小学校長会、
北海道中学校長会 北海道養護教員会、
北海道PTA連合会、日本歯科医Hl会

主な内容

◆表彰式

・平成29年度北海道学校歯科保健緩良校

。平l・t29年度北海道歯 口の健康に関する図画
ポ スターコ ンクール

◆講演

・北海道教育大学札幌校

養護教育専攻 ,fF教授 前上里 直 氏
・ 北海道医療大学薬学部

業務薬学講rt 講師  中山  章 氏
※演題については何れも未定

受講料は無料

参カロ申し込みは、10月 15日 までは北海道歯科医

師会宛 (FAX 011-2フ 1-7514)

16日以降は電話 (011-231-0945)に て対応

期日 平成29年 10月 20日 (金)13:00～ 16:20
場所 ホテルライフメート札幌

(オL幌市中央区南10条西 11目 )

主催 日本学校保健会
共催 北海道教育委員会、北海道学校保健会
主な内容

・行政説明 「児童生徒の健康診断J
文部科学省il等中等教育 健康教育調査官
。 1学校における成長曲線の意義とその活用方法

評価についてJ

東京女子医科大学名誉教授 村出光範 氏
。「成長曲線を活用した臨床の実態J

旭川厚生Fl院小児fI部長  向丼徳男 氏
参力1費無ll、 定員300名

X申込方法は、インターネットの学校保健ポータ

ルサイトより。定員になり次第締切

後藤聰実行委員長 (右 )か ら長瀬会長へ

平成29年度より北海道学校保健会は財務基盤を

強回なものにするため、皆様方から寄fJを集める

中にしましたが 今年度の寄ll第 1号 として 6
月13日 に1し海道健康づくり実行委員会より 当会
に30万円の寄llを いただきました。誠にありかと

うございます.

北海道健康づくり実行委員会は 道民の健康意
識の高揚を図り 健康づくりに資することを|1的
に1召利60年に作られ 各種普及啓発事業を実施し
ています.北海道医師会 北海道歯科医師会 北
海道葉斉1師会 北海道栄養士会、北海道看護協会、
北海道対かん協会 北海道国民健康保険lll体連合
会、北海道健康づくり財団の保健医療関係 8111体

で構成され それぞれの団体が資金を出しあい活
動を行ってきました.

具体的な活動としては 北海道健康まつり(平
成16年 まで20回 開lI)、 ほっからんど北海道 D

VD制作 (平成20年 まで 4 1nl) ねんりんピック

健康フェア (平成21年度) 道新「llF活のススメJ
(平成26年 まで)絆、様々な活動を通して、通民
の健康意識を高めるために努力されてきました.

今後の活動は ホームベージを活Inし た事業
(ヘルスプロモーションネットワーク事業)を 中

心に進めることから これまでの活動資金の残余
金の中から 同じように健康づくりに関わってい
る複数の団体に寄付していただいたものです.
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1 はじめに
せたな町立瀬棚中学校は 檜山管内の北部に位
置し、日本海側沿いにあります。私は 全校生徒
49名の小規模校に赴任して2年 同となります。

本校の重点教育目標にも掲げられている「コミュ
ニケーション能力」について、保健室からアプロ

ーチするべく 昨年度から取l■を始めました。

いる実態が、アンケートの結果判明しました。

その使用日的は、中学校生活について 毎日友
人と連絡を取り合うためであり、深く考えずに発

した言葉で トラブルになってしまい、課題解決し

なければならない場面も出てしまいました.ま た

メッセージのやり取りで 自分だけでなく他者の
生活リズムを乱すことも判明しました。寝不足等

による体調不良で保lll室を利用する生徒も増えて

おり 自校の健康課題の一つとして個々の情報収
集が必要だと感じるようになりました。通信機器

を切り離すことができなくなってしまった現代社

会において 今後どのようにそれらと付き合って
いくべきかを考えさせる機会を設けることから

情報モラルの向 にと 望ましいインターネット利
用について取り組みを開始しました.

I実態把握と生活を振り返らせる】

まず、二計浪1時の空き時間等を利用してアンケ

ートを実施し、自分自身の通信機器の使用の仕方

を振り返らせました。

*文章をわかりやすくし 時F・5内に記入を終えることができる
ように毎年改善しています。

2 子どもたちの様子
海と山に回まれた自然あら、れる地域の小高い

場所に中学校はあり、澄み渡った空と海が広が

る絶景をりζめながら学校生活を送っています。

季節を問わずに吹く強風や、急な坂道を登下校

するので 毎日体力を向上させながら、生徒は
涅しく成長しています。また、学年の隔たりが

なく 縦割班での交流で絆を深め 休み時間に
は異学年でドッジボールやバレーボールを楽し

む姿がみられます.元気で活発な子が多いです
が その一方で、小規模校のため人間関係が固
定しており 対人関係能力の弱い生徒もみられ
ます。自己表現が苦手で 相手に適切に思いを
伝えられない課題のある生徒は、ネット社会に

心の安らぎを求めてしまう傾向にあり 昨年度
赴任した当初は、通信機器による人間関係の ト

ラブルもいくつかみられました。

3 取り組みの様子
通信機器はとても使不1で楽しいものですが

各種調査によると、 トラブルも年々増lJlし 、長
時間の利用により心身に悪影響を及ぼしている

ケースも少なくありません.昨年度は本校でも

中学校に入学して各家庭のタブレット端末の所

持が増加し、通信機器が生活の一部に定着して

「情報モラルの向上と    |

猥僣 スマホ     ハソコン
loo`       タフレット喘束
インターネットが使陶てきる ケーム機

時間を浚めて使用していま

スマホ パソコン グーム等の通信機器の利用状況について

1 通電機割を使同しています

いいス ーgへ進みましょう
自分適用で所穐している通

信機器は,(複数回彗可)

星ξ:露:顧gξ雪「
る檄
|:響曽ム インターネット検彙

[INE等 のSNS利 用伏
況に当てはまるものは , 8:[INE琴 を使うが しなくてt不安にならな0■

CIし lNE吝 を使わないと 不安になることがある

7 題電機器を使用していて
不快な鬱いをしたリ トう
|ブルになoたりし●.こと0

1ありませんか?

AIほとんど使用していない
BI稜 9時まで,用 している
01涅い11間まで使用している
DI饉る●莉まで悽用している

■ありに0さつけた人ベ

それはとんなことですか?記入しても良いと需う廊合は凛
|

イン,一ネットを通して知  ぃない        |ヽ る  一 (    人)
り3った (それまでは金っli :■

'^晏^吉=|=

:「][i:'露
I月言瑾
li::!:i::it:::|:」 :よよよ:|::]:i:|
―́

傷)=● たことはないが 実際 ●会ってみたい

１ヽ



昨年度はその質問内容の中から、実際に会った

ことがない人との交流や 使用時間にきまりがな
いことなど、様々な問題が明らかになりました。

また、健康面についても心身の不調を感じている

生徒も多くいることがわかりました。

SNSのやりとりに多くの時間が費やされ、夜
更かししてしまうことから、勉強時間や十分な睡

眠時間を確保できずにいます。自分の利用時間は

適正かどうかF・lう 内容では、「利用時間が長いJ

と感じている生徒が多い中に、少数ですが「長1寺

間の利用が適正であるJと 答える生徒もいました。

長時間の使用をやめることができない生徒に向

けて、今年度は通信機器と離れる時間をどのよう

に確保するかについて指導が必要だと感じていま

す。そのため今年度は 就寝時の保管場所に焦点
をあて、実態調査を行いました。自分自身の生活

を振り返り 情報通信機器の不可用の仕方や 生活
習慣を見つめ直すためにアンケートを活用し 指
導を行っています。
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めて、「通信 l・●器Jと し、アンケートを作成しま

した。その結果 全校生徒の80%以上が自分専用
の通信機器を所持しており、ネット上で他者と交

流していることがわかりました。

都会から離れている地域の中学校では 携帯等
の所持率が低いと予想されがちですが、通信機器

の利用には地域差はないようです。また LINE
等でのメッセージのやりとりは携帯とは別物とい

う認識が強くあるようです.

*保健だよりにてアンケート結果をお知らせしました。

所持率や使用状況等を把握することによって、

各家庭で今後の利用方法や注意点などを考えるき

っかけになればと思い、保健だより等を通じ、生

徒の実態を理解してもらうよう努めました。また、

職員向けに発行している「|まけんじつだより」に

て 職員間の周知を図り、基本的生活習慣の確立
を推進していくため、学級での指導に活用してい

ただいています。

【地域との連携】

(1)保健師による講話

インターネットでのコミュニケーションをテー

マにした講話から、自分も相手も大切にできる「 I

(ア イ)メ ッセージJについて指導いただきまし

*一般的な内容はもちろん、7BEしたい内容を盛り込み、
本校の実態がつかめる質問にするよう工夫しています。

生徒へ質問する時には携帯電話に加え、他者と

連絡が●r能なゲーム機やタブレット端木を全て合
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た。LINEの やりとりをlllにあげ お互いの受
け止め方の違いから 陛 細な一言Jで トラブル
に発展してしまうことを理解し 画面の向こうの
人の気持ちを大切にすることを学びました.併せ

て、ネット依存による生活の乱れや 望ましい生
活習慣を身に付けることの重要性についても理解

を深めることができました。

*「 Iメ ッセージJを使つて自分の気持ちをとのように
伝えたらよいのか、グループごとに話し合い 相手を
思いやる素敵なメッセージが沢山発表されました.

(2)警察による講話

安易に個人だと断定されるような書き込みや

画像を1覺稿することの怖さ 知らない人とのやり
とりなど 身lFに潜むネットリスクや 利用方法
によっては犯罪に紫がってしまうこと等を実例か

ら学ぶことができました.

インターネットの便利さの裏に隠された危険に

ついて 専門家の立場から最新の事,1を 具体的に
紹介し、生徒への情報モラルに関する理解と知.・l

の定着化を図りました,

方法を知っており 機能をフル活用することがで
きます。ゲーム機からインターネットの利用がで

き メッセージのやり取りもできるという認識が
低い家庭もありました。使用方法を知っているだ

けで、正しい知識を学ぶ機会もないまま自分専用

の通信機器を所持していることがほとんどでした。

ネット依存の問題は 家庭ごとのルールの違い
や ■徒たちの反lrt期 と,寺期が重なり 各家lt■で
の指導が難しくなっている面が見られています。

そこで保護者の意見を取り入れ 瀬棚中学校PT
Aでは 子どもの生 ri習慣づくりとして 勝 帯電
話等での友達とのやり取りは午後 9時までにしま

しょうJと統一したルールを決め 平・k28年度か
ら取り組みを始めました。また PTA研 修会に
外部講師を招き 保護者と生徒双方に 0けた講語
を実施しました。ネットllk存や通信機器を使用す

る際の情報モラルについて教わり 親子で 緒に
理解を深める有意義な研修となりました.

今後も 学校 家庭が連携して情報モラル教育
を積極的に推lLtし ていく必要があると考えていま

す.

4 今後の取り組み
生徒たちはTIし いことに興味を持ち 保護者や
教職員の知らないような新しいサービスやアプリ

の利用を開始してしまうことも少なくありません.

ネットトラブルに対する正しい知.ntや対lt法 を知

らないまま利用してしまうことが大変危険である

ため 指導する立場からも積極的に学習し 通信
機器スキルを高め 真会

『
こ対策を考えなくてはな

らないと感じています.

日L8か ら役立つ情報をキャッチできるようにア

ンテナを張り巡らせ 外部機関や専「1家 との連携
や 研修に参加することで 常に新しい情報を収
集していきたいと考えています。また 生徒達か
どのようなことに興味 関心を持っているかを探
り、自分自身が子どもに指導できるような十分な

知識を身に付けていきたいと思っています。取り

組みはまだ減いですが、自校の実態に合わせて

聞いてみたいことを直接投げかけることができる

メリットがあるため 今後もアンケートは継続し
ていきたいと考えています。実態を把握し、殴員

や保護者に情報を発信しなから保健室からも「情

報モラルのFl Lと定着」を目指した指導を続けて

いきたいと思います.

*青少年がまきこまれやすいインターネットでの トラブ
ルについて、具体的事例を交えながらお話いただきま

した。

【保護者との連携】

生徒は保護者が想像する以 卜に通信機器の使用



【運営会議】
28 6 3 第1回理事会
28 6 18 第 1回.T議員会
281120 第 2回理事会
29 2 25 第 3回理事会
29 3 25 第 2回評議員会

第 1 専門医健診推進事業
学校の児童生徒の健康診断において専門医 (眼

科 耳鼻咽IF科)の確保が困難な教育委員会に対
し、北海道教育委員会 北海道医師会、北海道眼
科医会 北海道耳鼻咽喉科医会の協力を得て専門
医の紹介を行い 児童生徒の健康の保持増進に努
めた。

I眼科】 4口T 江差町 乙部町 苫前町、津別町
〇小 8校  711人、中5校  352人
【耳鼻咽喉科】 7町 ll 苫前町、羽幌町、天塩町、
猿払村 枝幸町、浜頓別町、幌延町
〇小16校  822人、中10校 424人

第2 心臓検診推進事業
児童生徒の学校での心臓検診において、独自で

検査を実施することが困難な市町村に対し 心臓
検診を実施できるよう援助を行い、小児循環器専

F5医による半I定結果を 教育委員会を通して学校
保護者に知らせるなどして、児童生徒の健康の保

持増進に努めた。

(児童生徒 1人あたり1,300円で実施)

・協力機関

北海道医師会 北海道臨床衛生検査技師会、
苫小牧保健センター心電図解析センター、

北海道小児循環器研究会

・実施市町村

21市
'T村
 児童生徒3,702名 に対して実施 .

受診対象者の971%。

第3 研究啓発事業
1 平成28年度全国学校保健 安全研究大会 (日
本学校保に会主催事業)の開催
各関係団体と連携して主催し、平成28年度全国

学校保健 安全研究大会の充実に努めた。
多年の研究の成果を踏まえ 生涯にわたり心豊
かにたくましく生きる子供の育成をめざして、l・|

康教育および安全教育に関する諸問題について研

究協議を行い 学校保健 安全の充実 発展に努
めた。

10月 27日 (木)28日 (金 )
札幌コンベンションセンター

参lJII人数 1,100人

2 学校保健講演会等の開催
(1)第 36回北海道学校歯科保健研究大会

北海道齢 1医師会との共催.

10月 14日 (金)北 海道歯科医師会館
平成28年度北海道学校歯科保健優良校表彰

平成28年度北海道歯 口の健康に関する
図画 ボスターコンクール表彰.

講演 :Jヒ海道医療大学歯学部

助教 大友 麻衣子 氏
演題 :子供のあごを守ろう1
～小児科医にできること～

講演 :1ヒ海道教育大学大学院

教授 佐藤 由佳利 氏
演題 :現代の子どもを支える学校と社会

議演 :JL海道医療大学薬学部

講師 櫻田   渉 氏
演題 :ア レルギー疾患の対応と薬斉J師の関わり

(2)学校保健講演会
北海道薬剤師会、北海道学校業斉1師会と共催

3月 4日 (■ )Jヒ農保険会館二階大会議室

演題 :生活習慣 学力と睡眠教育
講演 :東京医科大学III眠学講座

准教授 駒回 陽子 氏

第4 普及発展事業
1 広報活動事業
本道の学校保健の充実発展を図るため 会報「学
校保健」を年 3回発行し、当会の活動内容の周知

及び各種学校保健活動を紹介し、学校保健思想の

普及発展を図った.

第 99号 (6月 30日発行)
第100号 (10月 27日発行)

第101号 (1月 31日発行)
2 学校保健資料収集配布事業
(1)公益財団法人日本学校保健会刊行物の配布
・道 市町村教委、公立小,中、中等 特別支援
学校へ配布.高等学校は直送.
○学校葉斉」師支援資料 (DVD)
028年度版学校保健の動向
O平成28年度全国健康づくり推進学校の実践
○学校における水泳ブールの保

7E衛生管理

第5 顕彰奨励事業
本道の学校保健 (学校安全を含む)の振興に功
労のあった学校保健関係者の個人を表彰し その
功労に報い、本道の学校保健の進展に寄与した.

全国大会開催のため全道大会が休止となり、28

年度は教IIn員 4名 のみの受賞
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1  級正lll建増減の部

l編お僣減の部

0)経常利益

0基本財産運用益

平成28年 4月 1日 から平成29年 3月 31日 まで

経 常 利 益

O'紆常費用

C争業貸

綸●手当

臨時7賃金

福千1「■費

旅費交通費

通信運lll費

消耗品費

印昴1製本費

賃借料

請謝金

■税公課

会議費

報償責

支払納

`1金
支tr手数ll

・ 1業 費 |[

●■理費

,27`132

32,3102

53,2600

640000

0

4812100

36じ5

26,

336:

115000

1873:8

14000

8102,

0217

F`8,,3

386748

24111

1001

10152

22224:

231;100

1 1(11`,

19,2111

4,,2111

1196100

1099800

210000

48,7100

7109

=364
22(;

116000

2,1778

146308

,4727

191,1

1112012

386748

40000

4000

11::6

:2,201

3,96191

1123430

△ |`F102'

△ |`5002'

△ 813800

△ ;i,100

△ 200 ■

△815,0

△ :974

△ 1024

1123

△ 11305,0

0

△ 101410

△ 132008

△ 1=t,ゞ

△ 12927

△ 3[3069

,

△ l1000

0

△ 1234

△ 111152

△ :312,6

△ 1,,F0

△ 2121811

基本貯

“

受取イ1息
|

●事業収益

受llkttll t

受葺[事業収益

心検推進負ll全

O雑収益

受取オ1は

雑収入

賃 借 対 照 表

′む臓校診事業
北海道学校保健会は これ
までに全道の児童生徒約 22万

人に対して心臓検診を実施し

ています.

(今年度も21市町村で実施 )

科 目 当年度 前年度 増  減

2経常外増減の部

●)経常外収益

経 常 外 収 益 計

② 経常外資周

経 常 外 費 用 11

当期狂常外増減額

掟 ,●● 当 咽 一般
i■ 味 財 産 増 加 漁

当爛―役Fttll産 増1額

―餃正̈ 財崖期首残高

一援r味財産期本崚高

指定正味財産増減の部

当期指セ1嗜

"産

増減額

指定正Ⅲ射竜嘲首残高

指定1:味財産用ホ崚高

iF味 蟷 産 期 木残 高

0 , ,

| 0 0

0 0 0

△ 16:=,0, △ 2644232 S:7i2i

△ 1666707 △ 2544232 S87525

2066179,5 219192227 △ 2511232

2019,128: 206647:96 △ 165570,

0 0 0

| 0 0

0

20199128:

0 U

20:61,991 △ 16=670,

H136170 △ 250380:

7`成 29年 3月 ll口 現在

「
| 目 も年度  | |,,座  1 増 減
資産の部

1流動資■

普通預金

ヽ収入金

有価証券

流動資産合■

2固定資産

0)基本li産

定期預金

泄資有価証券

普通預金

基本叶霞合.・ l

?,そ の他固定資産

`1尋

備品

そのlllllt資 産合計

画定資度合:

資産合:|

負債の・ |

1流動負債

負債今:

正味員オこの部

l 役 〔蛛,1輌

0●基本け産^0・●当Illl

正味1樺●:|

負債及び正味,I産合;

22)77:;

`)100
6019

3,0111`

0

252000

△ 16,6707

40000

△2(59:1

22507,4 1156432 △ 1902688

2251000

20044'000

0

2251000

10020001,

]1010110'

0

10021;981

1↓ 1 001 111

202F00000 202454019 245981

:7514 3i514 ,

07=11 17014 ,

202767514 2024,l i33 :4;981

201991?8: 20,641996 △ 1656,Oi

| 0 ,

20199128:

|(202700000,

2,6647,9:

(202(,1010,

△ 16]610,

(11;'ヽ 1,

201991288 201617,,: △ 11'If'7

20(,,]28: 21`047'9, △ 1“ 1101

綸ll子当

福fl学生費

報酬

会議費

旅費交通費

週億運搬費

消r.品質

印畢1製本費

賃僣料

租税公課

支払負lu金

ll 費

報償贅

督 理 貴 副

経 常 費 用 i

当岡経常増減預

8,2i00

1452=3

5:1576

1860

223 FII

157 2Fl

2,511

11 890

2,i8FI

70,||

7'9106

61980

0

2:81,「    △ :|:8:

・ 19691  △ 22455

'172,3,
111182, △ 12,9181

1,219,「 4 13680102 △ 8=91328

△ 1:367,7 △214■232 :87525


